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わが国の大学の保健管理は3 学生数・大学当局の考え方 ・大学の財政状態などによっ て
著しい差異が見られる。文部省の昭和40年度の「大学における保健管理に関する実態調査」
によれば， 全国大学生の健康診断受診率が91%を越す大学は56銘であり，健康生活指導の
計画を実施している大学にいたっては32予従全大学の 3分の 1にすぎない。昭和4咋全国
短期大学 486校のうち，名実ともに整備された保健センターを設置している短期大学は 1
校もぽく．その多くは高校程度，または保健室というよりも静養室としてベッドを置いで
あるのみというところが多L、。このような状況の中で保健管理の充実をあげるために考慮
すべき問題は多々ある。第 lは学生の年令層におけ る特徴や実態ぞ充分に把握することで
ある。大学生の年令層は， 一般に日常の健康に対する関心の度合がきわめて低い。したが
って定期健康診断のみでは学生の健康状態を把握するこ とは困難であり，管理担当者が，
日常保健室あるいは静養室を訪ずれてくるものや，その他機会ゐるごとに学生と接触する
ことに努めることが肝要であると考える。
そこで私は， 「北海道女子短期大学」における，昭和46年度より昭和50年度に至るまで
の，定期健康診断を中心に，学生の健康状態lζ関する問題点を明らかにして，日常の学生
の健康管理K有効（cf手がかりを得たいと考え，絶えず健康調査を行芯い，その統計並びに
記録を参考に観察してきた。
H 方法とその考察
本学では，昭和46年度より 毎年 5月に，全学生に対して健康診断を実施しているがp 特
に 「内科検診Jについては予備調査を行ない，個々の健康に対する管理を把握するための
理解と，日常における生活の規則正しさが，いかに大切であるかを検診結果をとおして個
人的に指導し，管理万法をも身につけるように心得させること を目的としてきた。
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その結果は「表 1J Iとあらわしたとおりであるが，その中で特Iと考えさせられることは
「時々胸やけがする」 「時々 胃痛がおこるJ，また女性に多い 「便秘」 が提出された記録
のうちに多く見られたことである。養護コースを対象として調査した中では「健康である」
と答えているものが92%であった。 そして自発的に健康管理を行なっているものは，わず
か29%にすぎぽいのである。その内訳は「睡眠を充分にとる」と いうのが4Hぢ， 「規則正
しい生活をしている」という のが25%などであった。 調査項目には規則正しい生活 と病院
で健康診断を受けているというものも少数見られた。
表1 健康診 断調 査
この調査は，学校医によ る健康診断の際K，その効果をあげるため と，日常の学校生活
における健康管理のための資料となるものです。各項Iと答えてください。
A 今までにかかった ζ とのゐる病気と 当時の年令を書いてください。
心臓病 才｜結 核 才｜ 腎臓病 才｜ 高血圧 才 ｜リュウマチ 才｜ぜんそく 才
てんかん 才｜小児まひ 才｜蓄のう症 才 ｜中耳 炎 才 ｜虫垂 炎 才 ｜その他（ ）才
B 体育実技 ・マラ ソン・水泳その他激しい運動l乙参加することに支障のある病気・
身体障害芯どがあれば書いてください。
c 医師診断結果
D 該当する項目にO印をつけてください。
項 目 年度集計 昭和46年度 昭和47年度 昭和48年度 昭和49年度 昭和50年度
近頃食欲がない 1 8 57 32 61 83 
最近 体重が目立つて減った 22 28 33 46 79 
手足がはれたり しびれる感じがする 9 39 47 52 38 
風邪にかかりやすく なおりにくい 34 64 82 11 2 385 
時々 目まいがする 4 1 22 64 73 82 
近頃尿の回数が目立って増した 1 9 25 1 8 36 89 
階段を登ると心臓がドキドキする 1 2 1 7 26 30 27 
仕事をすると息切れがする 26 35 44 85 88 
2日以上便秘する 87 93 102 1 0 7 186 
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時々 腹痛がおこる 1 2 1 1 6 120 95 218 
時々 胃痛がお乙る 217 282 401 526 638 
鼻がつまりやすく 頭が痛い 37 65 87 107 195 
話がよく聞きとれない 1 。 1 1 1 
急Iと視力がわるくなった 1 0 1 3 1 7 8 15 
時々つよい 頭痛がおこる 1 1 。 2 3 
時々 胸やけする 271 282 389 526 583 
疲れると 目が痛む 2 8 3 4 20 
その他 39 66 92 1 1 3 184 
そこで，自己の健康管理をどのようにしているかを調べた結果，健康に関して相談する
人が円、るj と答えた ものは44%で半数にも満たなL、。その相談の対象は「両親Jが 1番
多くて25%，そのうち「母親jと限定したものが，圧倒的に多かったのは，本学が女子学
生ばかりである乙とによるものと思われる。ついで「友人J 「姉」 の順であっ た。また実
際に身体に不調があり，健康相断を受けたいと思っている ものは少数であったが，その中
でもっとも多いのが「胃腸障害J，次は「なんとなく身体がだるく ，疲れやすいJつづい
て 「生理不順」 「肩こり j 「冷え症jの訴えがみられた。
その他，なんらかの訴えをも って実際に保健室を訪ずれる状態は 「表2Jのとおりで，
内科系が圧倒的に多く ，なかでも「感冒」 「生理痛」が多数を占め， 「腹痛」 「頭痛J
「倦怠感jが多い。またこれらの苦痛の原因が「わからないJと答えたものが多く，内容
的Iとみても軽度のものが多い。
このようなことから，これ以外に も保健室を訪ずれる程のことはぽいと しても， 自分で
とrんらかの処置をしてすませているものはかなりいると考えねばぼ らないであろう。そし
て内科系で異常を訴えているものの多くは「感官J 「胃腸障害j 「生理不順」 「頭痛J
「疲れやすい」などであ った。そ こで，
( 1) 食欲と 胃腸障害
(2) 睡 眠
(3) 感冒と個人衛生
(4) 生 理
(5) 余暇のすごし方
(6) 精 神 面
などの項目を主として，健康に異常を感じた，いわゆる 「病気Jとまではし、かなくと も，
半不健康状態lζ伝ったとき，日常どのように対処して健康への復帰に努めているか，また
そのような半不健康状態をつく っている原因はなんであるかを， 一部の学生を対象として
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アンケート 調査を行なったので．以下その結果について述べてみることにする。
表2 最近5ヶ年聞の応救処置の記録
種
Iにト」： 昭 46 昭 47 昭 48 昭 4 9 昭 50 lU 653 681 88 7 1 1 1 0 1 2 1 2 
頭 痛 21 53 86 101 1 7 5 
内 腹 痛 80 67 103 1 3 2 14 7 
感 冒 142 1 6 3 190 1 8 5 319 
生 理 痛 32 77 86 91 93 
科 日直 気 7 6 1 8 21 39 
倦 怠 感 1 3 28 44 52 73 
貧 血 4 1 3 39 74 11 4 
系 そ の 他 30 18 46 52 6 1 
i』ユ 計 329 475 61 2 7 0 8 1021 
倉。 傷 68 55 83 92 213 
外 捻 挫 1 9 27 5 1 1 0 6 139 
火 傷 1 8 6 4 1 5 17 
皮 膚 病 1 5 9 3 7 23 
科 打 撲 傷 1 2 38 42 61 75 
眼 疾 1 3 4 7 1 2 3 
歯 痛 27 32 1 8 4 25 
系 そ の 他 1 0 22 75 61 45 
d口b‘ 計 182 193 283 358 540 
lI 健康生活実態調査
1. 調査方法
対象者は保健体育養護コース学生で，質問用紙万法によ って行伝った。
2. 調査結果
学生の生活の実態は，自宅からの通学者，親元から離れての通学者（自炊・下宿・寮）
と大別されるが，ほぼ同率である。後者が若干多い程度。
健康状態の評価は各自の任意記入と し，どのよう とf表現で健康状態を把えているかを見
た限りでは「良好」 「健康j 「普通」とするものが多く， 予備調査と比較すると身体の不
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調を訴えるものがいくぶん増加しているようである。
次lと， 「体力に自信があるか」 との聞には「自信がある」とするものは，Cくわずかで
あり「健康ではゐ るけれども体力的には自信がない」と答えたものは，精神的要因にも大
きく左右されていると思われるが，若い女性によ く見られる「不定愁訴jにもつながるも
のと考えられる。
(1) 食欲と胃腸障害
食欲調査の結果は，約805i彰のものが大体3度の食事をとっている。その他の中で朝食を
とらないのが習慣で 1日2食であるものや，その時の気分により食事をするなどがあげら
れている。さらに「食欲がないJと記入したものに対してその原因について調べた結果で
は， 暑い季節であっ たためか， 「暑さのため」というのがもっと も多く，次いで「胃の調
子がわるい」 「寝不足」 「疲労J 「下宿や寮の食事が口にあわとよいJf.,tどである。生活の
不規則（ アルバイト・ 間食のため食事時間の不定）によるもの，精神的悩みがあるもの，
身体が肥らないためf.Iどもみられた。腹痛及び不快感の有無によれば，原因として胃腸障
害を訴えており，主たる原因をみる と食べすぎが一番多く，気質的に胃がわるいとするも
のがそのつぎで，自己の不注意か ら就寝前lζ間食をするためなども あり，間食を しないと
いうものはきわめて稀である。総じて不規則な生活が原因で胃腸障害をおこしている もの
と思われる。 その他では， 緊張したときなど自律神経のアンバランスからくると思われる
ものもある。
胃の障害lと対する処置について調べた ところでは，医師にみてもらうというものはほん
の僅かであって，多くは保健室 ・静養室ぽどの手近かな医療機関を利用 しているものがそ
の殆んどである。胃腸障害は軽度の ものが大部分で， 医師の治療をうけるまでもないとす
る理由から保健室などを訪ずれるものと考えられる。
(2）睡眠
学生の約半数が 「睡眠不足」 を訴えている。原因の最たるものは 「疲労Jとい う答えで
ある。病的芯睡眠不足はみられないようである。なかには「考えとと」というものも あっ
て，翌日あたりに睡眠を充分とりさえすれば解消されてしまうものが殆んどである。次に
多いのは「人との対話J，このことは親元から離れている ものが約509あのせいもあろうか
と考える。学生時代にとってこのようなことが 「想い出」と しての楽しみであり，それが
また学生としての特徴ほのかもしれない。 「寝不足Jの場合の対処の仕方としては，つぎ
の日早目に寝るか，時聞があれば仮眠をすることが望ましい。 「睡眠薬Jを常用する もの
は特にみられなかったよう である。
(3) 感冒と個人衛生
「表2」でも 明らかなよう に， 感冒は一番多くだれでも一度はかかった経験を もってい
ると思われるので，調査項目の 1つに挙げてみたのである。
感冒のかかりやすい時期としては，流行のはげしい冬季が圧倒的に多く，夏風邪も意外
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と多数を占めた。擢患の原因として， 天候の変化IC対応した衣服の調節ができなかったこ
となどがあげられ，つぎには他人からの感染， うたたね，食欲不娠で体力的に劣っていた
ため伝どが挙げら れている。
医療機関を利用したものは，胃腸障害の項に比べるとはるかに多 く伝っている。市販の
クスリを利用しているもの，時間的l乙無理だとするものも多L、。この場合本学の所在地は
市の中心部からはずれ， 最寄りの医院 ・病院へ行くためにも不便であるのも理由のひとつ
であろう。
(4） 生 理
生理不JI買を訴えるものの多いこ とが， 目立ってきていること は注目に値すること と考え
られる。その内容として， 学生の年令においては個人差こそあれ， 不！｜民伝ときがあること
は考えられるが，不J噴を訴えるもののうち，誰かに相談したこと がある とするものは少ぽ
く，相談したことがないものの理由と しては， 「年令的にみてまだ定ま ら芯いと思うので
気にしなかった」 とするものが多い。その他としては肉身が身近にいとfいので，適当な相
談相手がL、伝い，診療をうけにいくのが恥ずかしいとfどである。
相談したものの対象でもっとも多いのは「保健室J 「母親」 「医師Jの順となっている。
(5）精神面
身体的な悩みをもっているものが断然多い。その内容と しては 「肥りすぎ」 「身体がだ
るいJ 「生理に関 して」 「胃の調子がわるいJ 「皮膚疾患」ぽどである。
精神的な悩みをもっているものは，身体的な悩みをもっているも のよりはいくらか多い
ようである。その主なものは 「対人関係J「自分の性格」 「将来のことJ「文や言葉に表
現できない悩み」 「異性問題j芯どである。そ してこれらのことはアンケー 卜調査ではそ
の実態を把握することは，極めてひずかしいのである。
W おわ り
全体的にみて，調査・ 実胞・ 記録というものがどんとfk大切なこ とであるか， また調査
結果からみてほんの一部ではあるが「健康である」という学生が， 「体力的に自信があ る」
というも のの如何に少ぽいかというこ とである。胃腸障害を訴えているもの，睡眠不足を
訴えているものが調査の半数を占めており， さらに精神面においていわゆる「精神医学的j
なものも あわせて悩みをも っているものの多いのにおどろくのである。
学生の多 くは親元をはるか離れて生活しているもの もあって，規則正しい生活をする こ
とがすこぶる困難な状態にあり，生活も，健康も乱れやすく〈よる環境にある といえるであ
ろう。それ故に各自の健康管理をより正しく行なうよう指導してやることが大切である。
例えば， 「食欲と胃腸障害Jや「感冒と個人衛生Jのとこ ろでみられたよ うに，原因を知
るための医師の診断をうけず，安易に市販薬に依存して対応的療法で終えてしまう ケース
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が多いことである。 一般に薬剤は疾患の治療の手助けを している場合が多いのであって，
苦痛の原因である疾患の有無をたしかめようとせず，すべては薬が治してくれるものと信
じ，気やすく薬をのひものが多いのである。そしてまた，それがほんと うに効いたか，効
かなかったかは別として薬をのまなければ気持がおさまらないことにとよってしまっている
ことでもある。現代のマスコミの影響により薬に対しての盲目的過信や， 依頼心の助長が
大きくはたらいて，あくことのない宣伝にのせられて常用しているも のも あろうと思われ
るのである。
このような安易ぽ考え方では伝く，その原因をたしかめて，病気であればそれを治療し
ていく指導及び対策をたてる必要があり，これが「学校保健」本来の姿勢であることはい
うまでもないことである。
アンケート実施の一部をまとめ，保健室の充実のための記録をもとに，現在の「保健セ
ンターjが設備されたことは，学生にとってもまた職員にと ってもその健康管理，疾病の
早期発見，治療が円滑に行なわれることへの貢献度の大在ることぞ信じてやまぽいのであ
る。
